
 

 

西五百川小学校の始まりは、今から151年前です。明治7年、水口観音堂に水口学校ができ

ました。次の年、明治８年には、八ツ沼学校、松程学校、立木学校ができました。それから明

治12年には、大舟木学校もできました。八ツ沼学校は、三中学校、三餘(さんよ)学校と名前を変

えました。140年前は、三餘学校、太郎学校、松程学校、立木学校、常磐学校、大舟木学校、

と6つの学校がありました。学校に「西五百川」の名前がついたのは、明治25年10月1日、13

3年前です。明治31年、今から127年前、今の学校が建っている場所に校舎が造られました。

その年の児童数は、376人だったと記録されています。 

時代は昭和になり、昭和5年には立木小学校一ツ沢分校、昭和20年には立木小学校木川分校

が始まりました。その頃、西五百川小学校の児童数はどれくらいかというと、1000人を超え

ていました。昭和20年、今から80年前には、児童数は1159人でした。その後、昭和40年代に

木川分校、一ツ沢分校は閉校となりました。平成７年には三中分校が閉校、平成10年には大舟

木分校が閉校し、平成13年には立木小学校と統合し、現在の西五百川小学校が誕生しました。 

現在の校舎が完成したときのことを紹介します。昭和54年、それまでの木造校舎から、現在

の鉄筋コンクリートの校舎に建て替えられました。朝日町の小学校では、一番早く建て替えら

れることになったのです。古い木造校舎を取り壊して、同じ場所に新しい校舎を建てます。そ

の間、児童は、今の西部公民館の場所にあった、西五百川中学校の校舎で勉強していました。

昭和54年3月のことです。それから、1か月の解体工事、およそ7か月の工事で、校舎が完成し

ました。昭和55年１月冬休みの間、西五百川中学校の仮校舎から、児童たちが学校図書などを

運んできました。机や椅子なども、家の人に運んでもらって引っ越しをしました。それから３

学期の始業式になって、今の校舎での生活が始まりました。現在の毎日勉強している今の校舎

です。昭和54年、今から46年前のことでした。 

学校文集「さわらび」第30号(昭和55年3月発行)は校舎新築記念号に、その引っ越しの様子

が書かれていました。大変な思いをしながら、児童も荷物を運んだ様子が伝わってきます。そ

して、新しい校舎で勉強できることを喜ぶ気持ちも伝わってきます。裏表紙には、当時の校長

先生である佐竹瑞穂校長先生の以下の言葉がありました。 

「夢と希望のあふれている 新しい歴史を大切にしたい」 

伝統とは、目に見えるものや形を引き継ぐことではなく、大切にしたい心や考え方をつなぐ

ことです。本校児童が「自ら学び 支え合い、世界を広げる児童」になるように、いろんなことに

挑戦し、精一杯がんばることが伝統となり、これからの後輩達にきっと受け継がれていくでし

ょう。 

10月8日(水)に創立記念式を行いました。本校児童には、その日を、本校に引き継がれてき

た歴史や伝統を誇りに思い、「よりよい西五百川小を創っていくぞ」と、そんな気持ちを確か

める一日となってほしいと、私の願いを語りました。 

      令和７年度 朝日町立西五百川小学校だより  

 

 

 

第６号 令和７年 10月 16日   校長 清野 雅紀 

西五百川小学校 創立１５１年 



 

 

 

10月４日(土)、運動会が行われました。秋晴れの絶好の運動会日和となりました。２人の6年

生は組頭として大活躍、その組頭を支える５年生も団結と闘志を前面に出したがんばりを見せ

てくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全児童が、今年の運動会のスローガン「各組が一丸となり、楽しめる運動会を作ろう」をめざ

し、準備や練習に取り組んできました。「各組が一丸となって」とありますが、これはもちろん

「赤組は優勝をめざして一つにまとまって」、「白組も優勝をめざして一つにまとまって」とい

うことです。赤組、白組、それぞれが自分の組が優勝しようとがんばるわけです。しかし、相手

の組は、やっつけよう、倒してしまおうという敵ではありません。相手は「ライバル」です。 

「ライバル」というのは、競い合いながら、成長を助け合う相手です。相手が高まると、さらに

自分を高めようとして、お互いが、もっと高まり合います。ライバルは、自分を高めてくれる、

大切な存在です。赤組も白組も、それぞれが一生けんめい練習してきました。だからこそ、相手

チームのがんばりにも拍手を送りながら、自分たちも全力で競い合いました。勝ち負けはもちろ

ん大事ですが、一人ひとりが力を出し切り、自分の限界に挑戦して、ライバルと共に高まる、そ

んな運動会ができたことをうれしく思いました。 

 

運動会 スローガン 

“各組が一丸となり、楽しめる運動会を作ろう” 
 

１年 80ｍ走 
3・4年と5年女子 800ｍ走 

赤白対抗“全校”リレー 優勝；赤組  応援賞；白組 



  

優勝は赤組、応援賞は白組となりました。「勝った、嬉しい」「負けた、悔しい」というだけ

ではなくて、「楽しい運動会を作る」そのために、「どうしたらみんなが楽しめるか」を考えて

動いたことも、すばらしいことです。例えば、大きな声で応援したこと。競技が終わった後に「

よかったね」「がんばったね」と声をかけ合っていたこと。自分の担当の仕事をしっかりこなし

て、運動会全体を支えてくれたこと。児童一人ひとりの行動が、「楽しめる運動会」を作り出し

たのだと思います。勝った組も、負けた組も、お互いのがんばりをたたえ合って、素晴らしい運

動会になりました。 

保護者の皆様、地域の方々にも大勢足を運んでいただき、児童に、温かく、熱く声を送っ

ていただきましたこと、感謝いたします。 

 

 

9月25日(木)、1日目は、福島県天栄村「ブリティッ

シュ・ヒルズ」です。英語でのレッスンやマナーハウス

ツアーで異国の文化に触れ、テーブルマナー講座を受

けた後にはコースディナーを楽しみました。ブリティ

ッシュ・ヒルズのスタッフは、日本語をいっさい話さ

ず、すべて英語で説明や質問をします。それでも、6年

児童は日ごろの英語の学習を活かし、懸命に聞き取っ

たり、話したりしていました。 

 9月26日(金)、2日目は、会津若松で班別研修です。

西五百川小は単独グループとなり、事前に決めた計画に沿って見学や体験活動を行いました。

鶴ヶ城を見学した後、福島県立博物館をたっぷりと見学してきました。そして、また、鶴ヶ城

会館に戻り、名物の「ソースカツ丼」を食べた後、「赤べこ」の絵付け体験も行いました。そ

して、あれこれ迷いながらお

土産を選びました。 

楽しく、しかも学びの多い

貴重な体験ができました。 

さらに、町内３校の仲間と

のつながりを深め、笑顔いっ

ぱいの修学旅行でした。 

１～３年 ふるさと宅配便 ４～６年 台風の目 

朝日町合同修学旅行(６年生) 

 



給

食 1年 2年 3年 4年 5年 6年

1 土

2 日

3 月 文化の日　　町芸術文化祭

4 火 読書 源次兵衛さん活動(花植え) ○

5 水 音読 委員会活動　　指導部会 ○

6 木 体力づくり 6年エネルギー教室 ○

7 金 学級 西学研半日研修のため午前日課 ×

8 土 浄化槽清掃

9 日

10 月 ドリル学習 ○

11 火 読書 1･2年授業研究会 ○

12 水 音楽 ○

13 木 体力づくり ○

14 金 学級 ○

15 土

16 日

17 月 ドリル学習 読書週間　　職員会議 ○

18 火 読書 ○

19 水 音楽 委員会活動 ○

20 木 体力 づくり ○

21 金 学級 学習発表会　町PTA研修会 ○

22 土

23 日 勤労感謝の日

24 月 振替休日

25 火 読み聞かせ 「ぶなの実」読み聞かせ　　特別支援研修会 ○

26 水 校長講話 町４年合同学習 ○

27 木 体力 づくり 1･2年外国語活動 ○

28 金 学級 ○

29 土

30 日

15:00 15:45

14:00

15:00

12:00

15:00 15:45

令和７年１１月の予定

日 曜 朝 校 内 行 事

14:00 15:00

15:00 15:45

下校時刻
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